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芸術表現活動前後の POMSの変化 
 




































































































による問題も残ると考え，以下のように A,B,C,Dの 4群に分けて比較することとした。 
 
A 群：制作前に 1 つ以上の尺度に 75 点以上のものがある（精神科医などの専門医の受診を考慮すべ
き被験者） 











との平均値をグラフ化した（図 2, 3, 4, 5）。 
 
図 1 制作前後の気分の変化（全体平均） 
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図 4 制作前後の気分の変化（C群）          図 5 制作前後の気分の変化（D群） 
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 制作前のグラフを比較すると，A 群，B 群ともに顕著な谷型となっていることがわかる。C 群，D
群に至るにしたがって起伏がなだらかとなり，「健常」域にある D 群では穏やかな山型を示してい
る。当然のことながら，D, C, B, Aの順に制作前の数値は概して高くなる。しかしここで着目すべき
は，すべての群において制作後の数値が「健常」域












 D 群の落差は T-A 値で-13，D 値で-4，A-H 値で-
8，F 値で-7，C 値で-5 である。C 群は，T-A 値で-
19，D 値で-14，A-H 値で-8，F 値で-18，C 値で-11
である。B 群は，T-A 値で-25，D 値で-13，A-H 値
で-17，F 値で-18，C 値で-19 である。そして最も
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